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形態素に重点を置いた医学・薬学英語教育の実践報告
菅　原　美　佳
１．はじめに
筆者は菅原（2017）において、医学部の低学年の学生が医学英語の語彙
を習得する際に経験する困難さについて、学生の現状を記した上で、その
解決策として、単語の内部構造（接辞、語根などの形態素の集合）に着目
した教育が効果的であると考察した。
本稿は、筆者がその後、上記の考察を医学英語や薬学英語の授業にどの
ように活かしたかについての実践報告である。具体的には、英文の中で初
めて出会った単語の意味を学生にそのまま覚えさせるというよりもむし
ろ、形態素やその用例の一覧表を配布してそれを学生に記憶させてから、
英文の中でその知識を活用させるようにすることで、効率良く、また着実
に学生が語彙を増やせるようにしたという報告である。
２．菅原（2017）
菅原（2017）は、医学部生が常に授業や課題提出、実習、試験等に追わ
れ、語学学習に避ける時間が限られていることや、それにも関わらず習得
すべき医学英語の語彙の数が多いこと等、特に医学部の低学年次の学生が
直面する問題について述べている。
また同著は、英語の医学用語の多くがギリシャ語やラテン語由来の形態
素（接頭辞、語根、接尾辞など）の組み合わせから成り立っていることを
指摘し、単語そのものよりも、形態素を中心に覚えることにより、効率的
な学習ができると主張している。
例えば「gastralgia」という語について考える。重要なのは、これが「胃
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炎」という意味であると覚えるのではなく、「gastr（胃）」と「algia（痛み）」
に分解して理解、記憶するということである。このようにすることで、の
ちに「gastroptosis」という単語と初めて出会った時、「gastr」が「胃」であ
るという知識と、「o」が連結母音であり、「ptosis」が下垂という意味の形
態素であるという、それぞれ独立した知識と組み合わせることにより、こ
れが「胃下垂」という意味であると推測できる。そしてまた、上述の「algia」
が「痛み」であるという知識があれば、「neur」が「神経」であるという知
識と組み合わせることにより、「neuralgia」という単語の意味が「神経痛」
であると容易に理解、記憶することができるのである。
以上のことから、菅原（2017）は、医学英語の授業において、教員が形
態素に着目した教育を行うことにより、学生の語彙数が効率的に増え、ま
たその記憶も定着しやすくなると結論付けている。
次節では、筆者が 2018年度と 2019年度の授業において、菅原（2017）
の考察をどのように実践したかについて報告する。
３．授業における実践
３．１．医学英語Ⅰ、Ⅱ
東北医科薬科大学の医学英語Ⅰ（１年前期）と医学英語Ⅱ（１年後期）
の授業のシラバスにおいて、授業の「ねらい」は「身近な科学を題材とし
たテキストの読解および問題演習を通して、自然科学全般で必要とされる
基礎的な英語力を身につける。また、副教材のプリントを用いて、医療に
関する基礎的な表現を学ぶ。」とされている。筆者は、前期はあくまで医
学英語の導入ということで、テキスト中に出てきた医療系の単語について、
ギリシャ語やラテン語由来の形態素の一覧表（［表１］）を学生に参照させ
ながら、簡単な解説を行うにとどめた。ただし、忙しい学生が医学用語を
習得する際は、一つの単語と出会うたびにそれを形態素に分解して覚える
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よりも、むしろ形態素の一覧表を記憶してからその知識を英文読解の際に
活用していく方が、効率が良い。
そこで後期は、後述するように、次の表１を少しずつ暗記させた上で、
その知識をテキスト読解の際に応用するように促した。
［表１］
①
②
③
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anemia（貧血），arrhythmia（不整脈）a- / an- / ar- 不、無、欠乏
abnormal（異常な）ab- ～から離れた（away from）
abdomen（腹部）abdom- 腹部
adipose（脂肪）adipo- 脂肪
adrenocortical（副腎皮質の）adren- 副腎
analgesic（鎮痛剤）／ gastralgia（胃痛）algesi- / -algia 痛み
angiography（血管造影法）angi- 血管
抗～ antibiotic（抗生物質）anti-
1
2
3
4
5
6
7
8
cardiopathy（心臓病）cardi- 心臓
cephalalgia（頭痛）cephal- 頭（head）
cerebral（大脳の）cerebr- 大脳
17
18
19
aortitis（大動脈炎）aort- 大動脈
subarachnoid（くも膜下の）arachno- クモ
arteriosclerosis（動脈硬化症）arteri- 動脈
arthritis（関節炎）arthr- 関節
bisexual（両性の）bi-（ラテン語） ２（two, double）
biopsy（生体組織検査）bio- 生（生命、生物、生体）
bronchodilator（気管支拡張剤）bronch- 気管支
癌 carcinogen（発がん性物質）carcino-
9
10
11
12
13
14
15
16
④⑤
⑥
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cholelithiasis（胆石症）chol- 胆汁
insecticide（殺虫剤）-cide 殺し
colon cancer（結腸がん）colo- 結腸
congenital（病気などが）生まれつきの、
先天性の
com- / con- 共、伴う
結合 conjunctiva（結膜）conjuncti-
20
21
22
23
24
contraindication（禁忌）contra- 反 （against）
coronary artery（冠状動脈）coron- 冠
corticotropin（副腎皮質刺激ホルモン）cortico- 皮質
craniotomy（開頭術）crani- 頭蓋
cystitis（膀胱炎）cyst- 膀胱、嚢胞
detoxication（解毒）de- 脱、除
dentist（歯科医）dent- 歯
皮膚 dermatitis（皮膚炎）derm-
25
26
27
28
29
30
31
32
dioxide（二酸化物）di- （ギリシャ語） ２、２倍（two, double）
duodenal ulcer（十二指腸潰瘍）duoden- 十二指腸
dysfunction（機能障害）dys- 障害、異常、困難
gastrectomy（胃切除術）-ectomy 切除術、摘出術
hyperglycemia（高血糖）-emia 血液の状態
Japanese encephalitis（日本脳炎）encephal- 脳
endoscope（内視鏡）endo- 内
腸 enterobacterium（腸内細菌）enter-
33
34
35
36
37
38
39
40
erythrocyte（赤血球）erythro- 赤血球
esophagitis（食道炎）esophag- 食道
extrasystole（期外収縮）extra- 余分な、外の
fungicide（殺菌剤、防カビ剤）fung- 菌、カビ
41
42
43
44
⑦⑧
⑨
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gastrointestinal（胃腸の）gastr- 胃、腹部
carcinogen（発癌性物質）-gen 源、素
digestive organ（消化器）gest- 消化
糖 glycogen（グリコーゲン）glyc-
45
46
47
48
gynecology（婦人科（学））gyneco- 女性
hematuria（血尿）hemat- / hemo- 血
hepatitis（肝炎）hepat- 肝臓
hidrotic（発汗薬）hidro- 汗
hypertension（高血圧）hyper- 上、高い
hypotension（低血圧）hypo- 下、低い
hysterocarcinoma（子宮がん）（=uterus cancer）hyster- 子宮
病的な状態、～症 insomnia（不眠症）／neurosis（神経症）-ia / -iasis / -osis
49
50
51
52
53
54
55
56
intercellular（細胞間の）inter- 間、相互（between）
intracellular（細胞内の）intra- 内（within）
arthritis（関節炎）-itis ～炎
laryngitis（喉頭炎）laryng- 喉頭
leukemia（白血病）leuk- 白（white）
lipid（脂質）lip- 脂肪、脂質
urolith（尿路結石）-lith 結石
～学 physiology（生理学）-logy
57
58
59
60
61
62
63
64
lymphocyte（リンパ球）lymph- リンパ
hemolysis（溶血）-lysis 溶解、分解
malfunction（機能不全）mal- 悪い
mammography（乳房Ｘ線撮影法）mamm- 乳房
cardiomegaly（心肥大）-megaly 肥大
meningitis（髄膜炎）mening- 髄膜
65
66
67
68
69
70
⑩⑪
⑫
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thermometer（体温計、温度計）-meter ～計
１ mononucleosis（単核球症）mono-（ギリシャ語）
71
72
mucolytic（粘液溶解薬）muco- 粘液、粘膜
intramuscular injection（筋肉内注射）／
electromyography（筋電図）
muscul- / my- 筋肉
myelitis（骨髄炎、脊髄炎）myel- 骨髄、脊髄
narcolepsy（ナルコレプシー、発作性睡眠）narc- 麻酔、睡眠
nephrosis（ネフローゼ）nephr- 腎臓
neuralgia（神経痛）neur- 神経
oculomotor（眼球運動）ocul-（ラテン語） 眼
腫瘍 melanoma（メラノーマ、黒色腫）-oma
73
74
75
76
77
78
79
80
ophthalmology（眼科（学））ophthalm-
（ギリシャ語）
眼
osteoporosis（骨粗鬆症）oste- 骨
ovarian cancer（卵巣がん）ovari- 卵巣
pancreatopathy（膵臓疾患）pancreat- 膵臓
cardiomyopathy（心筋症）-pathy 病気、～症
pediatrician（小児科医）pedia- 小児
leukopenia（白血球減少（症））-penia 欠乏、減少
周囲 periarterial（動脈周囲の）peri-
81
82
83
84
85
86
87
88
pharyngitis（咽頭炎）pharyng- 咽頭
pneumonia（肺炎）pneum-（ギリシャ語）肺
prostatomegaly（前立腺肥大）prostat- 前立腺
gastroptosis（胃下垂）-ptosis 下垂
pulmonary disease（肺疾患）pulm-（ラテン語） 肺
radiochemistry（放射化学）radio- 放射線、放射性
89
90
91
92
93
94
⑬⑭
表１の①〜⑭の番号は、例えば一週目は①、二週目は②を覚えるというこ
とを表している。後期の授業の進め方としては、その週に覚える形態素と
それを使った単語の例について解説し、その内容を、翌週の授業の中でテ
ストするということを毎週、繰り返した。さらに、隔週で配布している医
療系の英文の中にこれらの形態素が出てくるたびに、再び解説し、記憶を
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rectal cancer（直腸がん）rect- 直腸
漏出、流出 diarrhea（下痢）-rrhea
95
96
硬化 arteriosclerosis（動脈硬化（症））scler-97
endoscopy（内視鏡検査法）-scopy 検査法
semicoma（半昏睡）semi- 半分
sigmoiditis（Ｓ状結腸炎）sigmoid- Ｓ状結腸
splenic tissue（脾臓組織）splen- 脾臓
subarachnoid（くも膜下の）sub- 下 （under, below）
sympathetic（交感神経の）sympath- 交感神経
chemotherapy（化学療法）-therapy 治療、～療法
切開術 tracheotomy（気管切開術）-tomy
98
99
100
101
102
103
104
105
扁桃（腺） tonsillitis（扁桃（腺）炎）tonsil-106
tracheotomy（気管切開術）trache- 気管
transmission（伝染）trans- 通る、越える
trimer（三量体）tri- ３
tuberculoma（結核腫）tubercul- 結核
unilateral（片側の）uni-（ラテン語） １
diuretic（利尿薬）ur- / urin- 尿
cardiovascular（心臓血管の）vas- / vascul- 血管、脈管
静脈 intravenous injection（静脈内注射）ven-
107
108
109
110
111
112
113
114
内臓 visceral fat（内臓脂肪）viscer-115
定着するように促した。毎週のテストにおいて、学生達は、ごく一部の学
生を除き、毎回、９〜10割ほど得点していた。このことから、学生は形態
素の知識を少しずつ着実に身につけることができたと思われる。
なお、学習のモティベーション向上を図るため、後期 14回目および 15
回目の授業の中で、医学英語検定試験４級の問題の抜粋を解かせ、現在の
自分の知識でどのくらい得点できるかを体験してもらった。学生には概ね、
関心を持って真剣に取り組んでいる様子が見られた。４級は医学部在学あ
るいは卒業程度というハイレベルな問題であるにもかかわらず、１年生の
現段階で、授業の中で得た形態素の知識を使って６〜７割ほど得点できた
学生も見られた。
３．２．医学英語Ⅳ
医学部２年次の後期になると、医学英語Ⅳの講義の授業が行われる。1 こ
の授業のねらいは、医療現場で実際に起きた話について、米国の医師が書
いたエッセイを読みながら、１年次の時以上に、医学英語の語彙を数多く
習得するというものである。
授業で用いるテキストに出てくる、見慣れない単語を一から覚えていく
作業は、容易ではない。そこで筆者は、表１の形態素の一覧表を全て確認
してから取り組むように学生に指示した。
（１）Cardiac rhythm disorders account for another 10 percent of all faints.
Originating within the heart itself, unrelated to brain signals or emotional
distress, these arrhythmias can disrupt blood flow. （Oshita et al. 1997, p.７）
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1 その前の前期には、外国人講師による会話の授業である医学英語Ⅲがある。
そうすると、例えばテキストに出てくる上の文（１）において、下線部の
語が初めて見た単語であっても、“cardiac”は「心臓の」という意味だとわ
かり、“arrhythmia”は、ar / rhythm / ia と分解することで、“rhythm”はリ
ズム、（心）律動という元からの知識に加え、表中の①の１（以下、表
①−１と表記する）の“ar-”（否定）、表⑦−56の“-ia”（病的な状態）等
の知識を総動員することにより、「不整脈」という意味だと推測できる。
また、そのような形態素の知識があるため、“cardiac”や“arrhythmia”と
いった単語を改めて一から覚える手間が省け、短時間で語彙を増やすこと
ができる。
（２）Although we could control her symptoms with diuretics and other
medications, and although antibiotics stopped the strep bacteria’s destructive
barrage, we could not repair the heart itself.            （Oshita et al. 1997, p.25）
文（２）においても同様である。表⑤− 33の“di-”（倍）、表⑭− 112の
“ur-”（尿）という知識を活かせば、“diuretic”が「利尿剤」という単語で
あると推測、記憶しやすくなる。また、表①−８の“anti-”（抗）、表②−
14の“bio-”（生）という知識を活かせば、“antibiotic”が「抗生物質」で
あると推測、記憶しやすくなる。
このように、筆者は、医学部１年次であっても２年次であっても、ギリ
シャ語やラテン語由来の形態素をまとめた一覧表を活用した授業を行っ
た。特に１年次の学生にとっては、毎週のテストに備えなければならない
一時的な負担はあったかもしれないが、長い目で見れば、結局は学生の学
習の負担が軽くなり、また単語の知識の定着が良くなるなどの効果が得ら
れると考えている。
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３．３．薬学英語
形態素に重点を置くアプローチは、医学英語のみならず、薬学英語の授
業にも応用できる。東北医科薬科大学の薬学部では、１年生は一般英語、
２年生と３年生は薬学英語を学ぶ。2 このうち、医療英語の導入となるのは
２年前期の薬学英語Ⅰであるため、ここではその授業内容を紹介する。
医学英語Ⅱと同様、薬学英語Ⅰにおいても、形態素の一覧表を配布して、
毎回の授業の中で、８〜９個の形態素およびそれを使った単語の例につい
て解説し、その内容を翌週の授業の中でテストするということを繰り返し
た。
このように形態素を学習した学生は、テキストの英文を読む際、次のよ
うに単語の意味を理解する。
（３）Nitroglycerin may also produce dizziness from hypotension ─ excessive
lowering of the blood pressure.                                   （Seya et al. 2008 p.28）
例えば文（３）においては、表⑦− 54の知識に基づき、最初の下線部
“hypotension”は、hypo（低い）/ tension（血圧）と分解される。すなわち
こ れ は 「 低 血 圧 」 と い う 意 味 で あ り 、 し た が っ て そ の 後 の 下 線 部
“excessive lowering of the blood pressure”と同じ意味である。
（４）A tuberculosis patient is usually treated with two to four antituberculous
drugs. （Seya et al. 2008 p.32）
同様に、文（４）においては、最初の下線部の“tuberculosis”は、語尾の
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2 ２年前期は英語教員、２年後期と３年次は薬学教員が担当している。
“-osis”を見ると、表⑦−56の知識から、何か病的な状態であることがわ
かる。これと表⑭−110の知識とを合わせて、tuberculosisが「結核」とい
う単語であると分かる。また、その次の下線部“antituberculous drugs”は、
“tubercul-”の前に“anti”が付いているため、表①−８の知識から、「抗結
核薬」であると理解できるのである。
なお、授業では、英文を読む際は３〜４人一組のグループワーク方式を
取り、一人一文ずつその場で考えて口頭で和訳させ、訳し方に少しでも疑
問が生じればグループ員同士で議論をさせた。その際、形態素に関する知
識をお互いに使いながら議論する様子が散見されたことから、学生が形態
素の知識を少なからず身につけてきていることが窺えた。
４．まとめと今後の課題
本稿では、効率良く、かつ確実に学生の語彙力を上げることを目的とし
て、ギリシャ語・ラテン語由来の形態素に重点を置いた医学・薬学英語教
育を授業で実践した内容を紹介した。具体的には、一定数の形態素の一覧
表を作って学生に配布し、それを毎回の授業の中で解説・テストしつつ、
英文の中でそれらの形態素が出てきたときに注意を促し、再び解説を行っ
た。
2018、2019年度は、それらの形態素の知識が語彙力の強化やテキストの
理解に役立つことが授業の中で実感できた。また、医学部１年次において
は、医学英語検定試験問題の教本を一部抜粋したものを解かせて自分の語
彙力を試させることまではできた。だが時間の制約上、この検定試験問題
を全て解かせ、具体的に何点得点できるかを集計するまでには至らなかっ
た。今後は授業計画を工夫し、そういった集計も行えるようにしたい。
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